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近
年
、
旺
盛
な
海
外
需
要
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
消
費
に
支
え
ら
れ
、
日
本

茶
の
輸
出
が
極
め
て
好
調
で
す
。
輸

出
額
は
毎
年
過
去
最
高
を
更
新
し
、

今
や
日
本
茶
は
我
が
国
を
代
表
す
る

輸
出
重
点
品
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
日
本
茶
輸
出
の
過
去
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
国
立
試
験
場
の

変
遷
や
国
の
施
策
と
絡
め
て
、
日
本

茶
輸
出
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

農
研
機
構
果
樹
茶
業
研
究
部
門

私
が
勤
務
す
る
農
研
機
構

果
樹

茶
業
部
門

金
谷
茶
業
研
究
拠
点
は
、

静
岡
県
の
大
井
川
西
岸
・
茶
ど
こ
ろ

で
有
名
な
牧
之
原
台
地
上
に
あ
り
ま

す
。
前
身
は
明
治
29
年
に
東
京
西
ヶ

原
に
創
立
さ
れ
た
農
務
局
製
茶
試
験

所
。
大
正
8
年
に
国
立
茶
業
試
験
場

と
し
て
現
在
地
に
独
立
し
ま
し
た
。

以
来
、
分
離
・
統
合
や
独
法
化
、
組

織
改
編
等
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
移

転
後
百
年
を
超
え
、
間
も
な
く
「
茶

寿
（
１
０
８
才
）

」
を
迎
え
る
試

験
研
究
機
関
で
す
。
最
大
の
特
徴
は
、

こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
組
織
名
、
所
掌

に
「
茶
業
」
を
頂
い
て
い
る
た
め
、

他
分
野/

組
織
に
比
べ
て
行
政
や
業

界
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
こ
と
で
す
。

な
お
大
正
9
年
に
は
、
現
在
の
農
業

技
術
研
修
生
制
度
に
繋
が
る
茶
業
練

習
生
制
度
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

練
習
生
に
よ
る
機
械
化
さ
れ
た
標
準

製
茶
法
等
の
地
域
普
及
は
、
各
茶
産

地
の
振
興
と
輸
出
の
拡
大
に
大
い
に

貢
献
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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日
本
茶
輸
出
の
拡
大

茶
業
研
究
領
域
長

佐
藤

安
志

巻 頭 言



日
本
茶
輸
出
の
再
興

幕
末
の
横
浜
開
港
後
、
日
本
茶
は

生
糸
と
並
ぶ
主
要
輸
出
品
と
し
て
急

成
長
し
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
初
期

に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
（
図

1
）
。
こ
の
時
代
は
、
国
内
生
産
の

７
～
９
割
を
輸
出
に
仕
向
け
る
程
で

し
た
。
し
か
し
、
第
一
次
大
戦
期
の

特
需
の
終
焉
と
共
に
、
緑
茶
輸
出
は

急
激
に
衰
退
し
、
ピ
ー
ク
時
の
四
分

の
一
に
ま
で
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。

衰
退
の
原
因
は
、
①
主
力
市
場
で

あ
っ
た
米
国
で
の
嗜
好
の
変
化
と
競

争
の
激
化
（
大
量
生
産
・
長
期
保
存

に
勝
る
他
国
産
紅
茶
と
の
競
争
に
負

け
た
）
、
②
品
質
問
題
（
急
増
す
る

輸
出
需
要
に
製
造
が
追
い
つ
か
ず
、

粗
悪
品
の
流
通
や
品
質
の
ば
ら
つ
き

等
で
、
競
争
力
を
失
っ
た
）
、
③
国

際
競
争
と
価
格
の
下
落
（
中
国
・
イ

ン
ド
・
セ
イ
ロ
ン
な
ど
の
安
価
な
茶
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図１．日本茶の輸出統計（輸出量の推移）



茶
業
及
び
お
茶
の
文
化
の
振
興

に
関
す
る
基
本
方
針

農
林
水
産
省
は
、
本
年
４
月
に
、

「
茶
業
及
び
茶
文
化
の
振
興
に
関
す

る
改
正
基
本
方
針
」
を
公
表
し
ま
し

た
。
こ
の
改
正
基
本
方
針
は
、
農
林

水
産
省
の
茶
業
に
関
す
る
今
後
５
年

の
施
策
の
展
開
方
針
を
示
し
た
も
の

で
す
。
こ
こ
で
は
「
国
内
外
の
需
要

の
変
化
へ
の
対
応
や
生
産
性
向
上
に

資
す
る
技
術
の
研
究
開
発
・
導
入
の

重
要
性
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
こ

の
基
本
方
針
で
は
触
れ
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
「
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ら
技
術
の
開
発
・
導
入
・
普
及
を

担
う
人
材
の
確
保
」
や
「
お
茶
の
品

質
評
価
や
審
査
の
技
術
を
有
す
る
人

材
の
確
保
・
育
成
」
の
推
進
が
、
初

め
て
具
体
的
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
基
本
方
針
で
は
、
「
お
茶

で
世
界
を
魅
了
し
、
次
世
代
へ
茶

業
・
茶
文
化
を
継
承
」
と
い
う
「
未

来
の
茶
業
像
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
セ
ク
タ
ー
や
組
織
の
壁
を
越
え
、

新
し
い
時
代
の
茶
業
・
茶
文
化
に
向

か
っ
て
、
知
恵
と
力
を
合
わ
せ
て
行

き
ま
し
ょ
う
。
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葉
と
の
競
争
が
激
化
。
高
価
格
帯
で

の
差
別
化
を
図
っ
た
が
、
対
応
で
き

な
か
っ
た
）
、
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

戦
後
は
米
国
向
け
を
中
心
に
日
本

茶
の
輸
出
が
一
時
増
加
し
ま
す
が
、

高
度
経
済
成
長
に
よ
る
国
際
競
争
力

の
低
下
、
国
内
で
の
緑
茶
消
費
の
拡

大
に
よ
る
国
内
市
場
へ
の
シ
フ
ト
な

ど
で
平
成
初
期
に
は
日
本
茶
の
輸
出

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
（
年
間
数
億
円
規
模
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
の
中
期
以

後
、
特
に
近
年
で
は
、
抹
茶
や
有
機

栽
培
茶
な
ど
の
高
付
加
価
値
茶
を
中

心
に
、
再
び
輸
出
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
令
和
6
年
に
は
輸
出
額
が
過
去

最
高
の
３
６
４
億
円
を
記
録
し
、
政

府
は
令
和
12
年
ま
で
に
８
１
０
億
円

の
輸
出
額
（
1･

5
万
ト
ン
の
輸
出

量
）
を
目
指
す
戦
略
を
掲
げ
て
い
ま

す
。



平
成
四
年
、
農
林
水
産
省
入
省
。
蚕

糸
・
昆
虫
農
業
技
術
研
究
所
を
経
て
、

野
菜
・
茶
業
試
験
場
配
属
。
以
後
、

農
研
機
構

野
菜
茶
業
研
究
所
、
果

樹
茶
業
研
究
部
門
、
植
物
防
疫
研
究

部
門
に
て
、
チ
ャ
害
虫
の
生
理
・
生

態
特
性
の
解
明
や
総
合
的
管
理
技
術

の
確
立
研
究
に
従
事
。
交
信
攪
乱
剤

に
よ
る
チ
ャ
ノ
コ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ
キ

の
防
除
や
侵
入
害
虫
チ
ャ
ト
ゲ
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
の
対
策
技
術
の
開
発
等
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
五
年
か
ら
現
職
。
農
林
水
産
省

「
茶
業
及
び
お
茶
の
文
化
の
振
興
に

関
す
る
基
本
方
針
」
検
討
委
員
を
務

め
、
施
策
の
方
向
や
将
来
像
等
を
検

討
し
ま
し
た
。
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さ
と
う

や
す
し
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農
研
機
構
に
お
け
る
ブ
ド
ウ
育
種

と
新
品
種
サ
ニ
ー
ハ
ー
ト

果
樹
品
種
育
成
領
域

領
域
長
補
佐

齋
藤

寿
広

農
研
機
構
育
成
の
ブ
ド
ウ
新
品
種

と
し
て
果
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
赤
色

の
「
サ
ニ
ー
ハ
ー
ト
」

（
写
真

１
）
が
令
和
7
年
3
月
に
品
種
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
特
性
の
詳
細
に
つ
い

思
い
ま
す
。

農
研
機
構
の
ブ
ド
ウ
育
種
は
昭
和

43
年
に
農
林
省
園
芸
試
験
場
安
芸
津

支
場
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
目
標
は

日
本
の
多
雨
な
気
象
条
件
下
で
も
露

地
栽
培
可
能
で
品
質
優
良
な
品
種
の

育
成
で
す
。
そ
の
達
成
に
は
、
一
般

に
大
粒
で
果
実
品
質
は
高
い
も
の
の
、

耐
病
性
が
低
く
裂
果
し
や
す
い
特
徴

を
も
つ
欧
州
ブ
ド
ウ
同
士
の
交
配
で

は
実
現
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
果
粒

が
小
さ
く
果
実
品
質
が
劣
る
も
の
の
、

耐
病
性
や
裂
果
の
問
題
が
少
な
い
米

国
ブ
ド
ウ
を
育
種
素
材
と
し
た
、
欧

米
雑
種
に
よ
る
品
種
育
成
が
必
要
と

写真１．新品種「サニーハート」

特集「果樹の品種改良」

プレスリリース
(研究成果) 皮ごと食べられる赤色
のブドウ新品種「サニーハート」

https://www.naro.go.jp/publicity
_report/press/laboratory/nifts/1
69442.html

て
は
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
記
事
（
Ｕ

Ｒ
Ｌ
は
左
記
参
照
）
を
ご
覧
下
さ
い
。

本
稿
で
は
農
研
機
構
の
ブ
ド
ウ
育
種

に
お
け
る
本
品
種
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と



考
え
ま
し
た
。
開
始
当
初
に
重
視
さ

れ
た
形
質
は
、
遺
伝
的
に
種
な
し
で

あ
る
品
種
の
育
成
で
し
た
が
、
一
九

八
Ｏ
年
代
初
頭
に
欧
米
雑
種
で
4
倍

体
の
大
粒
品
種
で
あ
る
「
巨
峰
」
の

ジ
ベ
レ
リ
ン
（
Ｇ
Ａ
）
処
理
に
よ
る

種
な
し
栽
培
技
術
が
確
立
さ
れ
た
た

め
、
そ
の
頃
か
ら
大
粒
の
有
核
品
種

を
Ｇ
Ａ
処
理
で
無
核
化
す
る
方
向
に

転
換
し
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
品
種
の
大

部
分
は
2
倍
体
で
す
が
、
染
色
体
が

倍
加
し
た
4
倍
体
も
一
部
見
ら
れ
ま

す
。
通
常
倍
化
す
る
と
植
物
の
生
育

は
促
進
さ
れ
、
ブ
ド
ウ
で
も
4
倍
体

は
大
粒
の
出
現
率
が
高
か
っ
た
た
め
、

主
要
な
育
種
素
材
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
に
「
ク
イ
ー
ン
ニ
ー
ナ
」
や

「
安
芸
ク
イ
ー
ン
」

（
写
真
2
）

な
ど
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
る
８

品
種
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
2
倍
体
に
お
け
る
大
粒
品

種
の
育
成
は
、
米
国
ブ
ド
ウ
が
よ
り

小
粒
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
世

代
で
は
十
分
な
果
実
品
質
で
果
粒
の

大
き
い
個
体
獲
得
が
困
難
で
あ
り
、

世
代
を
重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
戦
略
の
中
で
、
育
種
開
始
20
年

後
の
昭
和
63
年
に
交
配
さ
れ
た

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
は
、
欧

米
雑
種
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ブ
ド
ウ
の
後

代
で
あ
り
、
農
研
機
構
で
育
成
し
た

初
め
て
の
2
倍
体
の
大
粒
品
種
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
品
種
で
す
。
「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
が
普
及
さ
れ
て

以
降
、
多
く
の
公
立
試
験
研
究
機
関

や
民
間
育
種
家
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を

交
配
親
と
し
た
品
種
育
成
に
取
り
組

ま
れ
、
有
望
品
種
が
育
成
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
欧
州
系
ブ
ド
ウ

と
の
交
配
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
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写真２．大粒品種の「安芸クイーン」



ト
」
の
交
配
か
ら
15
年
後
の
平
成

15
年
に
交
配
さ
れ
た
「
サ
ニ
ー
ハ
ー

ト
」
は
、
欧
米
雑
種
系
統
の6

2
6
-
8
4

に
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
を
交

配
し
て
選
抜
さ
れ
た
品
種
で
す
。
す

な
わ
ち
、
2
倍
体
ブ
ド
ウ
と
し
て
欧

米
雑
種
同
士
を
交
配
し
て
育
成
さ
れ

た
初
め
て
の
大
粒
系
品
種
で
あ
り
、

育
種
戦
略
に
長
期
的
な
視
点
を
持
つ

こ
と
が
出
来
る
農
研
機
構
な
ら
で
は

の
成
果
と
言
え
ま
す
。
最
近
の
交
配

組
合
せ
で
は
欧
米
雑
種
同
士
が
大
部

分
で
あ
り
、
今
後
も
育
種
戦
略
の
主

要
な
柱
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
新

た
な
育
種
素
材
を
発
掘
す
べ
く
遺
伝

資
源
に
目
を
向
け
る
等
、
「
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
の
普
及
以
降
、
よ

り
高
い
レ
ベ
ル
を
求
め
る
消
費
者
、

生
産
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
育
種
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

著
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
・
ポ
ー
ト
レ

イ
ト
は
本
誌
3
号
に
あ
り
ま
す
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さ
い
と
う

と
し
ひ
ろ



『
マ
ス
カ
ッ
ト
』
、
『
フ
ォ
ク
シ

ー
』
、
『
ハ
ー
ブ
』
、
『
マ
ス
カ
ッ

ト
、

フ
ォ
ク
シ
ー
、
ハ
ー
ブ
以

外
』
の
５
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
日

本
で
は
、
「
キ
ャ
ン
ベ
ル
ア
リ
ー
」

や
「
巨
峰
」
と
い
っ
た
品
種
に
代
表

さ
れ
る
フ
ォ
ク
シ
ー
香
の
品
種
が
多

く
生
産
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
代
表
的
な
香
り
が
マ

ス
カ
ッ
ト
香
で
す
。
高
級
ブ
ド
ウ
の

代
名
詞
と
さ
れ
る
「
マ
ス
カ
ッ
ト
・

オ
ブ
・
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
」
の
香

り
に
代
表
さ
れ
る
香
気
で
、
世
界
中

の
多
く
の
マ
ス
カ
ッ
ト
香
品
種
は
こ

の
品
種
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
マ
ス

カ
ッ
ト
と
い
う
と
緑
色
の
ブ
ド
ウ
の

こ
と
を
想
像
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
研
究
や
品

種
比
較
の
上
で
「
マ
ス
カ
ッ
ト
」
と

い
う
言
葉
は
、
緑
色
の
ブ
ド
ウ
で
は

な
く
ブ
ド
ウ
の
香
り
を
意
味
す
る
言

葉
で
す
。
農
研
機
構
育
成
の
「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
（
写
真
１
）
が

マ
ス
カ
ッ
ト
香
育
種
に
お
け
る

Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
の
活
用

ブ
ド
ウ
果
実
の
香
り
に
つ
い
て

ブ
ド
ウ
果
実
の
香
り
は
多
様
で
す
。

本
当
は
ワ
イ
ン
の
よ
う
に
、
多
様
な

言
葉
を
用
い
て
細
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス

ま
で
品
種
の
香
り
を
表
現
す
る
方
が

的
確
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
香

り
の
研
究
や
品
種
ご
と
の
香
り
の
違

い
を
定
義
す
る
た
め
に
は
、
香
り
が

近
い
品
種
な
の
か
全
く
異
な
る
の
か

を
分
か
り
や
す
く
区
別
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
品
種
の
多
様

な
香
り
に
対
し
て
ど
こ
か
で
線
引
き

を
し
、
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
品
種
登
録
の
審
査
基

準
で
は
、
ブ
ド
ウ
の
香
り
は
『
無
』
、
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果
樹
品
種
育
成
研
究
領
域

落
葉
果
樹
品
種
育
成
グ
ル
ー
プ

上
級
研
究
員

河
野

淳
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急
速
に
普
及
し
た
こ
と
で
、
マ
ス

カ
ッ
ト
香
を
持
つ
ブ
ド
ウ
が
店
頭
に

並
ぶ
機
会
は
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

マ
ス
カ
ッ
ト
香
に
関
わ
る
香
り
の

成
分
は
複
数
あ
り
ま
す
が
、
特
に
重

要
な
の
は
リ
ナ
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
と

す
る
モ
ノ
テ
ル
ペ
ン
類
と
呼
ば
れ
る

成
分
で
す
。
こ
の
成
分
が
果
実
に
蓄

積
す
る
こ
と
で
マ
ス
カ
ッ
ト
の
香
り

が
生
じ
ま
す
。
ブ
ド
ウ
の
香
り
は
基

本
的
に
食
べ
て
評
価
さ
れ
ま
す
が
、

マ
ス
カ
ッ
ト
香
の
有
無
は
、
こ
う
し

た
香
気
成
分
の
含
有
量
に
よ
っ
て
も

裏
付
け
ら
れ
ま
す
。

マ
ス
カ
ッ
ト
香
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー

カ
ー
に
つ
い
て

新
た
な
マ
ス
カ
ッ
ト
香
品
種
の
育

成
を
効
率
化
す
る
た
め
に
は
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
マ
ー
カ
ー
（
図
１
）
の
利
用
が
有

効
で
す
。
マ
ス
カ
ッ
ト
香
の
有
無
に

- 9 -

マスカット 非マスカット

non-
M

M

M

non-
M

non-
M

ゲノムDNA

果実

図１．マスカット香ＤＮＡマーカーは、ブドウのマスカット香をもたらす遺伝子
の有無を識別できます。マスカット香のブドウとなるには、マスカット香を
もたらす遺伝子を識別するＤＮＡマーカーによってマスカット型（「Ｍ」）
と識別されなければならず、マスカット型でない場合（「non-M」）にはマ
スカット香のブドウとなりません。ＤＮＡマーカーを利用することで、果実
の香りを評価せずとも、マスカット香の有無を予測できます。



つ
い
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
で
識
別
す

る
技
術
を
ブ
ド
ウ
育
種
に
応
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
多
く
の
研
究

で
報
告
さ
れ
て
い
る
モ
ノ
テ
ル
ペ
ン

類
の
生
成
・
蓄
積
に
関
与
す
る
遺
伝

子
に
注
目
し
ま
し
た
。
過
去
の
研
究

を
基
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
を
改
良
し
、

マ
ス
カ
ッ
ト
香
を
有
す
る
品
種
の
育

成
に
利
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

改
良
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
を
用

い
て
、
国
内
の
マ
ス
カ
ッ
ト
香
品
種

に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
は
「
白
南
」
と

い
う
品
種
か
ら
、
「
白
南
」
は
「
甲

斐
路
」
か
ら
、
「
甲
斐
路
」
は
「
ネ

オ
マ
ス
カ
ッ
ト
」
か
ら
、
「
ネ
オ
マ

ス
カ
ッ
ト
」
は
「
マ
ス
カ
ッ
ト
・
オ

ブ
・
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
」
（
写
真

２
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ス
カ
ッ
ト

香
型
の
遺
伝
子
を
受
け
継
い
で
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

「
甲
斐
路
」
は
通
常
あ
ま
り
香
り
が

な
い
と
さ
れ
ま
す
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー

カ
ー
解
析
に
よ
り
、
マ
ス
カ
ッ
ト
香

品
種
の
育
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
食
味
だ
け
で
は
判
断

で
き
な
い
が
、
優
れ
た
交
配
親
と
な

り
え
る
品
種
を
見
出
せ
る
こ
と
も
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
の
重
要
な
利
点
の

一
つ
で
す
。

果
樹
新
品
種
の
育
成
と
関
連
技
術

の
開
発
を
し
て
い
ま
す
。
家
庭
菜
園

と
小
動
物
飼
育
が
趣
味
で
す
。
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こ
う
の

あ
つ
し

写真２．「マスカット・オブ・アレキサンドリア」



極
早
生
で
良
食
味
の
ニ
ホ
ン
ナ
シ

新
品
種
「
蒼
月
（
そ
う
げ
つ
）
」
を

育
成
し
ま
し
た
。
こ
の
品
種
は
、
ニ

ホ
ン
ナ
シ
の
需
要
が
高
ま
る
7
月
下

旬
か
ら
8
月
上
旬
に
出
荷
で
き
る
た

め
、
生
産
者
に
と
っ
て
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ル

キ
ー
な
甘
い
香
り
が
特
徴
で
、
食
味

に
優
れ
て
い
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ナ
シ
に
は
、
「
あ
き
づ

き
」
の
よ
う
に
果
面
の
色
が
赤
茶
色

に
な
る
『
赤
ナ
シ
』
と
、
「
二
十
世

紀
」
の
よ
う
に
果
面
の
色
が
青
緑
色

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
主

要
品
種
で
あ
る
「
幸
水
」
の
収
穫
時

期
は
、
関
東
平
野
で
は
お
お
む
ね
8

月
20
日
以
降
に
な
る
た
め
、
「
幸

水
」
よ
り
も
早
く
収
穫
で
き
る
極
早

生
品
種
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

～
黄
色
に
な
る
『
青
ナ
シ
』
、
こ
れ

ら
の
中
間
的
な
「
幸
水
」
等
の
『
中

間
色
ナ
シ
』
が
あ
り
ま
す
。
赤
ナ
シ

お
よ
び
中
間
色
ナ
シ
は
、
「
幸
水
」
、

「
豊
水
」
、
「
あ
き
づ
き
」
、
「
新

高
」
等
、
様
々
な
品
種
が
生
産
さ
れ

て
流
通
し
ス
ー
パ
ー
等
の
店
頭
に
並

ん
で
い
ま
す
が
、
青
ナ
シ
で
流
通
し

て
い
る
の
は
「
二
十
世
紀
」
と
そ
の

枝
変
わ
り
品
種
だ
け
で
あ
る
の
が
現

状
で
す
。
ま
た
、
ニ
ホ
ン
ナ
シ
は
、

お
盆
の
時
期
に
大
き
な
需
要
が
あ
り
、

8
月
上
旬
か
ら
中
旬
の
時
期
の
単
価

果
樹
品
種
育
成
研
究
領
域

落
葉
果
樹
品
種
育
成
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ
長
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そ
こ
で
、
早
生
の
青
ナ
シ
「
な
つ

し
ず
く
」
と
極
早
生
の
赤
ナ
シ
「
は

つ
ま
る
」
を
交
配
し
て
得
た
実
生
か

ら
極
早
生
の
青
ナ
シ
「
蒼
月
」
を
選

抜
し
て
品
種
登
録
を
行
い
ま
し
た

（
写
真
１
、
図
１
）
。

「
蒼
月
」
は
「
幸
水
」
と
ほ
ぼ
同

じ
大
き
さ
で
、
極
早
生
品
種
と
し
て

は
大
き
な
果
実
に
な
り
ま
す
。
果
肉

は
「
幸
水
」
よ
り
も
軟
ら
か
く
、
糖

度
は
ほ
ぼ
同
程
度
で
、
さ
ら
に
、
モ

モ
等
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
牛
乳
の

香
気
成
分
「γ

-

デ
カ
ラ
ク
ト
ン
」

に
よ
る
ミ
ル
キ
ー
な
甘
い
香
り
が
特

徴
で
、
食
味
に
優
れ
て
い
ま
す
。

栽
培
面
で
は
、
花
芽
の
着
生
が
少

な
い
た
め
、
安
定
生
産
の
た
め
に
は

夏
季
の
枝
誘
引
等
に
よ
っ
て
花
芽
の

確
保
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
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写真１．「蒼月」の果実

図１．「蒼月」の育成過程



「
蒼
月
」
の
品
種
名
は
、
果
面
が

き
れ
い
な
青
ナ
シ
で
あ
る
こ
と
と
、

果
実
が
円
形
で
ま
る
い
月
を
連
想
さ

せ
る
こ
と
か
ら
命
名
し
ま
し
た
。

つ
く
ば
の
落
葉
果
樹
品
種
育
成
グ

ル
ー
プ
で
ナ
シ
と
ク
リ
の
品
種
育
成

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
自

分
が
交
配
や
選
抜
に
関
わ
っ
た
も
の

が
や
っ
と
品
種
と
し
て
外
に
出
て
き

て
い
て
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

外
仕
事
の
多
い
職
場
で
す
が
、
日
焼

け
の
大
半
は
子
供
の
サ
ッ
カ
ー
少
年

団
の
付
き
添
い
に
よ
る
も
の
で
す
。
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写真２．「蒼月」の結実状況

た
か
だ

の
り
お

ま
た
、
試
作
試
験
の
結
果
、
九
州
等

の
西
日
本
の
産
地
を
中
心
に
発
芽
不

良
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、

「
幸
水
」
等
で
発
芽
不
良
の
発
生
し

て
い
る
地
域
に
導
入
す
る
場
合
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。
病
害
抵
抗
性
に

つ
い
て
は
、
黒
斑
病
に
は
抵
抗
性
を

持
ち
黒
星
病
に
は
罹
病
性
で
す
が
、

慣
行
防
除
で
栽
培
可
能
で
す
。

「
蒼
月
」
は
、
全
国
の
ニ
ホ
ン
ナ

シ
栽
培
地
帯
で
栽
培
（
写
真
２
）
が

可
能
で
、
特
に
「
幸
水
」
の
盆
前
収

穫
が
困
難
な
地
域
に
お
い
て
新
た
な

選
択
肢
と
な
る
品
種
で
す
。

よ
り
早
い
時
期
に
収
穫
で
き
る
極
早

生
品
種
と
し
て
直
売
所
な
ど
で
の
販

売
に
も
適
し
て
い
ま
す
。
「
蒼
月
」

の
苗
木
は
、
今
後
許
諾
契
約
を
締
結

し
た
果
樹
苗
木
業
者
か
ら
販
売
さ
れ

る
予
定
で
、
令
和
8
年
秋
以
降
の
販

売
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
幸
水
」
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表
紙
写
真
の
ウ
ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
は
、

わ
が
国
が
生
ん
だ
世
界
に
誇
る
カ
ン
キ
ツ

で
す
。
主
産
地
は
静
岡
県
の
ほ
か
、
和
歌

山
県
や
愛
媛
県
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、

原
産
地
は
鹿
児
島
県
と
さ
れ
、
英
名
は
サ

ツ
マ
・
マ
ン
ダ
リ
ン
で
す
。
収
穫
量
は
日

本
の
果
樹
の
な
か
で
一
位
（
令
和
元
年
～

５
年
の
平
均
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ン
キ
ツ
類
は
暖
か
い
気
候
を
好
む
た

め
、
世
界
で
は
主
に
熱
帯
や
亜
熱
帯
で
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
約
半
分
を
占
め

る
ス
イ
ー
ト
オ
レ
ン
ジ
と
比
べ
、
ウ
ン

シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
は
手
で
皮
が
む
け
る
ほ
か
、

耐
寒
性
が
強
い
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
明
確
な
冬
が
あ
る
温
帯
の
日

本
で
も
栽
培
で
き
ま
す
が
、
栽
培
が
急
拡

大
し
た
昭
和
40
年
代
に
お
け
る
生
産
現
場

は
、
寒
さ
と
の
闘
い
で
し
た
。
現
在
の
栽

培
面
積
は
ピ
ー
ク
時
の
4
分
の
１
近
く
に

減
っ
て
い
ま
す
が
、
温
暖
化
に
よ
り
逆
に

暑
さ
と
の
闘
い
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。


